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新型コロナウイルス感染症の
県内発生状況等について

資料１





新規感染者数及び前週同曜日比の推移
上段：新規感染者数
下段：前週同曜日比
※前週同曜日比増は、セル着色

②

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 1 人

0 人 0 人 0 人 1 人 1 人 0 人 0 人 2 人

1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 1 人 3 人

1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 0 人 2 人

1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人

0 人 0 人 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人

0 人 0 人 0 人 人 人 人 人 0 人

11 週合計

(1.00) — — — — (0.00) — (0.50)

5 6 7 8 9 10

4 週合計

(1.00) — — — — (1.00) (0.00) (0.67)

28 29 30 12/1 2 3

— (0.00) (2.00)

27 週合計

— — — (0.00) (0.00) — — (1.50)

21 22 23 24 25 26

12 13 週合計

— (0.00) (0.50) (0.05)

14 15 16 17 18 19 20 週合計

11

月

(0.00) — (0.00) (0.00)

7 8 9 10 11

— — — — —

金 土日 月 火 水 木

12 13 14 15 16
12

月

17 18 週合計

(0.00) — — — — — — (1.00)

19 20 21 22 23 24 25 週合計

— — (0.00) — — — — (0.00)









海外・国内発生状況

参考資料
・SARS-CoV-2の変異株B.1.1.529系統（オミクロン株）について（第４報）国立感染症研究所
（https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2551-cepr/10833-cepr-b11529-4.html）

・厚生労働省報道発表資料（2021年11月30日、12月1日、6日、8日、10日、11日、13日、15日～18日、20日、21日付け）

• 2021年11月24日に南アフリカからWHOへ最初のオミクロン株による感染例（以下オミクロン株感染例）
が報告されて以降、12月14日までに日本を含め全世界76か国から感染例が報告されている。

• 日本においては、2021年12月21日までに海外からの帰国者または入国者において79例のオミクロン株
感染例が報告されている。

地域 滞在国 男性 女性 計

北米 アメリカ合衆国 18 11 29

欧州 イギリス 6 6 12

アフリカ コンゴ民主共和国 5 1 6

アフリカ ケニア 4 1 5

アフリカ ナイジェリア 4 1 5

アフリカ ナミビア 2 1 3

アフリカ ザンビア 0 2 2

アフリカ タンザニア 1 1 2

アフリカ マウライ 1 1 2

ー その他(※) 12 1 13

計 53 26 79

※その他内訳（各国１名）

【アフリカ】
カメルーン、ジンバブエ、チュニジア、モザンビーク
レソト、南スーダン

【欧州】
イタリア、ギリシア、マルタ、複数（ドイツ・スイス・イギリス）

【アジア】
スリランカ

【中東】
アラブ首長国連邦

【中南米】
ペルー

【海外からの帰国者・入国者における発生状況】 2021年12月21日現在

• その他、日本において、 2021年12月21日までに海外渡航歴のないオミクロン株感染例は6例（検疫所
職員、入国後感染判明の濃厚接触者、クラスター関連施設職員及び濃厚接触者）報告されている。

⑥



オミクロン株への対応について
オミクロン株への対応

南アフリカ等で確認された新たな変異株であるオミクロン株については、懸念される変異株に指定され、他の
懸念される変異株に比べて、再感染リスクの増加等が懸念されていることから、当面の間、以下の対応を行う
ことが通知等で示されている。

【検査体制】
• 新型コロナウイルス陽性と判定されたすべての検体について、L452Rスクリーニング検査を実施
• オミクロン株の発生や変異株の発生動向を監視するため、現時点における検査能力を最大限発揮して、

ゲノム解析を実施

【オミクロン株患者の濃厚接触者】
• 感染症法第44条の３第２項に基づく必要な協力として宿泊施設への滞在を求める
• 感染症法第15条に基づく調査として、最終曝露日（陽性者との接触等）から3日目、6日目、10日目

を目安にPCR検査を実施するとともに帰国後14日間の健康観察を実施

【オミクロン株患者】
• 感染症法第19条第１項の規定に基づく入院を行うこととする
• 入院期間中は個室隔離

• 三重県居住者でオミクロン株患者の濃厚接触者（同じ飛行機に乗っていた）に対し、管轄保健所が聞
き取り調査を実施（12月21日現在、31名に対応）

• 県内に滞在が確認された場合は、PCR検査を実施し14日間の健康観察を実施するとともに、宿泊施設
への滞在を求めている

本県の対応状況

※ 今後、オミクロン株患者の濃厚接触者でPCR検査陽性が判明した場合には、県内の新型コロナウイルス
感染症患者受入医療機関へ入院調整を行うとともに、ゲノム解析を実施予定 ⑦













レビュー 〜医療提供体制〜
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第５波における状況・対応 課題

入院医療

○感染拡大時に、速やかに入院できなかった中等症患者が
発生(８月末時点で、中等症Ⅱの患者52名が⾃宅で療養
する状況に)

○⾃宅療養者の症状が悪化しても速やかに入院ができない
状況が発生。入院となる患者の重症度に地域差が発生

○８月11日、緊急的な体制に切り替え病床を31床を増床
○８月30日に感染症法に基づき県内全病院に病床確保等を
要請、46床を増床、計513床を確保

・引き続き、入院、宿泊療養、
⾃宅療養を併用しつつ、医
療提供体制の充実・強化を
図るため、病床確保や確保
病床の効率的な運⽤、入院
調整が必要

・臨時応急処置施設、宿泊療
養施設の追加確保や、中等
症患者を受け入れるため、
医療機能強化型宿泊療養施
設が必要

臨時応急
処置施設

○地域により、救急不搬送及び救急搬送困難事例が増加
○酸素投与や点滴等の必要な処置を⾏う臨時応急処置施設
を暫定的に設置(8月29日〜9月14日)

宿泊療養

○中等症患者受入れ体制が整っておらず、リスクの高い方
が⾃宅療養となる状態に

○施設改修等により19室追加し、2施設259室での運用（8
月23日~)するとともに、発熱に関する入所基準の緩和を
⾏ったが、保健所に緩和内容を⼗分浸透させることがで
きず稼働率向上に⾄らず

○宿泊療養施設で中和抗体療法が⾏える体制を急遽整備

11

第５波における状況・対応 課題

⾃宅療養

○⾃宅療養者の急増(８月末時点で、中等症Ⅱの患者52名が
⾃宅療養)により、保健所での健康フォローアップ業務等
がひっ迫

○医師会、看護協会、薬剤師会等と連携し、各保健所に「⾃
宅療養フォローアップセンター」を設置したものの往診や
訪問看護の体制を構築できたのは一部地域のみ

○パルスオキシメーターを追加購入（計14,450個）必要に
応じて食事及び衛生用品を配送したが、脱水症状や消化器
症状に対応した食事の提供はできず

・地域の医療関係者と連携
し、⾃宅療養フォロー
アップセンターを中心と
した医療提供の仕組みづ
くり、体制強化のための
支援が必要

・生活支援の内容改善、配
送体制の強化が必要

レビュー 〜医療提供体制〜





第５波における状況・対応 課題

措置の
実施

○感染拡大の予兆を捉えるシグナル「新規感染者数が
２日連続で17人以上」に達した２週間後には感染
者が急増。シグナルに達したことにより警戒を呼び
かけたが、危機感が⼗分には伝わらず、県⺠の⾏動
変容にはつながらなかった

○感染者の急増に対し、「緊急警戒宣言」「まん延防
止等重点措置」「緊急事態措置」を発出し、飲食店
への営業時間短縮、外出の⾃粛などを要請
→人流の減少、県⺠の⾏動変容を促し、感染拡大
の抑制につながったと推察

○感染者急増に伴い短期間で措置を強化

・感染拡大が急速であっ
たため結果的に早期に
対策がとれず、過去最
大の感染拡大となった。
感染状況に的確に対応
できるよう予め措置実
施の基準を設定してお
くことが必要

・予め定めた基準を公表
し警戒レベルに応じた
⾏動を促すことが必要

クラスター
への対応

○感染者の増加に伴い、本庁、保健所の業務がひっ迫
し、職場や友人間における感染事例の調査が⾏えず、
クラスター認定に⾄らない事例が発生

○重症化リスクの高い施設で発生したクラスターを優
先して対応することで、施設内での感染拡大を防止

○高齢者施設関係のクラスターではワクチン２回接種
後の感染（ブレークスルー感染）が発生

○高齢者施設等を対象に感染防止対策等の研修会を開
催

・感染急増時においても
対応可能な本庁、保健
所体制の整備が必要

・感染事例の分析、施設
等での対策継続の周知
徹底が必要

レビュー 〜感染拡大防⽌対策〜
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第５波における状況・対応 課題

外国人
住⺠への
対応

○⾃国の生活様式や言語が共通する家族・友人間の
コミュニティーでのつながりが強いことにより感
染が拡大

○多⽂化共生に関わる市⺠団体に、SNS等により外
国人コミュニティーに向けた情報発信を依頼

○外国人を雇用する事業所等へワクチン接種の促進
と感染防止対策の徹底を依頼

○感染者の急増に伴い、みえ外国人相談サポートセ
ンター（MieCo）への相談が増加

○⾃宅療養者の増加に伴い、複数の保健所から同時
期に応援要請、常時配置している調査員兼通訳だ
けでは対応ができず、（公財）三重県国際交流財
団へ緊急対応を要請

○外国人労働者を雇用する県内事業所へ抗原定性検
査キットを配備

・様々な媒体、ネットワー
クを活⽤した情報発信が
必要

・関係機関との連携や情報
共有が必要

・調査員兼通訳の配置を継
続、迅速に対応できる体
制整備が必要

・引き続き、外国人を雇用
する事業所に対して抗原
定性検査キットの活用を
促す等の感染者の早期発
⾒につながる取組が必要

レビュー 〜感染拡大防⽌対策〜













三重県新型コロナウイルス感染症対策大綱

保健所・本庁の体制
●本庁の組織を改正、人員増 １課２PT → １課４PT

本庁１５名増員、保健所６人増員
●応援職員（約３５０名）を事前にリスト化
事前に業務マニュアルを配布、WEB研修を実施

検査体制

●検査無料化事業
・ワクチン・検査パッケージ等定着促進事業

健康上の理由等によりワクチン接種ができない方の検査を無料化
・感染拡大傾向時の一般検査事業

感染拡大の傾向が⾒られる場合、感染不安などの理由による検査
を無料化

医療提供体制
●最大確保病床、臨時応急処置施設、宿泊療養施設を追加で確保
・最大確保病床 ︓５２３床 ⇒５３２床
・臨時応急処置施設︓０施設 ⇒２施設（４４床）
・宿 泊 療 養 施 設 ︓２施設(２５９室)⇒５施設（６６５室）

感染拡大防止対策

●各措置の基準を再整理
・感染拡大阻止宣言︓医療に負荷が生じ始める状態

10万人あたり8人/週 以上
病床使用率30％以上（137人以上）

・緊急警戒宣言︓医療への負荷が大きくなりつつある状態
10万人あたり15人/週 以上
病床使用率30％以上（137人以上）
重症者用病床使用率20％以上（10人以上）等

【参考】みえコロナガード（MCG）公表後の主な新規取組
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三重県
新型コロナウイルス感染症対策

大綱
〜第５波の検証と第６波への備え〜

令和３年12月22日

資料２－２

新型コロナウイルス感染症対策大綱

刻々と状況が変化する新型コロナウイルス感染症に的確に対応するため、新型コロナ
ウイルス感染症対策大綱を策定し、第６波に向けて万全の準備を整える。

大綱は第１編「レビュー」（2ページ〜）と第２編「第６波に向けた対策」（74ペー
ジ〜）で構成し、第１編「レビュー」では、過去最大の感染拡大となった第５波への対
応について振り返り、評価・課題等の洗い出しを⾏う。第２編「第６波に向けた対策」
では、令和３年10月18日に公表した「みえコロナガード（Mie Covid-19 Guard）」に
おける４つの柱（「感染拡大防止アラート等の設定」「検査体制の整備」「ワクチン接
種体制の整備」「医療提供体制の整備」）を基に、レビューで得た評価・課題等をふま
え、第６波に向け、早期対策の基準や感染拡大の波を小さく短くするための対策を示
す。

（新型コロナウイルス感染症対策をめぐる状況）
令和２年１月末に県内初の新型コロナウイルス感染者が確認されてから１年11か月が

経過した。その間、新型コロナウイルス感染症は感染拡大と収束を繰り返し、直近の第
５波においては全国的に過去最大の感染拡大となった。本県においても、第５波では爆
発的な感染拡大が起こり、⼀時は通常医療にも影響を及ぼしかねない状況にまで陥っ
た。

令和３年11月以降、国内、県内の感染は落ち着いているものの、海外においては感染
が拡大している地域もあり、新たな変異株であるオミクロン株が国内でも確認されるな
ど、懸念される要因は多く、感染再拡大に備える必要がある。

（新型コロナウイルス感染症対策大綱の策定）
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三重県
新型コロナウイルス感染症対策大綱

第１編 レビュー
〜第５波の振り返りと課題〜

2

新型コロナウイルス感染症対策大綱 第１編 レビュー

（１）予防・医療
①保健所・本庁の体制
②検査体制
③ワクチン接種
④医療提供体制
⑤感染拡大防止対策
⑥情報提供

（２）事業者支援
①中小企業全般、飲食店等
②観光事業者

次の項目について、これまでの対応を振り返り、評価・課題を抽出す
る。

１ 第５波における感染者の発生動向
２ 第５波における対応と評価、課題
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三重県
新型コロナウイルス感染症対策大綱

第２編 第６波に向けた対策

74

①感染拡大防止アラート等の設定

②検査体制の整備

④医療提供体制の整備

③ワクチン接種体制の整備

「対策大綱」策定に先駆け、
第６波に備える４つの柱を整理

「みえコロナガード」を基に、今後の対策を策定

（令和３年10月18日公表）

（Mie Covid-19 Guard）
みえコロナガード
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レビューで得た評価・課題等をふまえ、第６波に向けた対策を示す。

新型コロナウイルス感染症対策大綱 第２編 対策

１ 第６波に向けた対策
（１）予防・医療

①保健所・本庁の体制
②検査体制
③ワクチン接種
④医療提供体制
⑤感染拡大防止対策
⑥情報提供

（２）事業者支援
①中小企業全般、飲食店等
②観光事業者
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（参考）検査無料化事業（国）
事業名 ワクチン・検査パッケージ等定着促進事業 感染拡大傾向時の一般検査事業

概 要
・感染対策と日常生活の両⽴を図る⼿段として、「ワク
チン・検査パッケージ」等の利⽤を促し、検査の受検を
浸透させるため、健康上の理由等によりワクチン接種
ができない者の検査を無料化

・感染拡大の傾向が⾒られる場合には、都道府県知事の
判断により、自己の意思に基づく未接種者、ワクチン接種
者を含め、幅広く感染不安などの理由による検査を無料
化

対象者
・健康上の理由によりワクチン接種を受けられない者
・12歳未満の子供
※いずれも無症状者が対象
※自己の意思に基づく未接種者、ワクチン接種者は対象外

・無症状の住⺠(県内在住)であれば特段の制限なし

無料対象と
なる検査

以下の取組で必要となる検査
・ワクチン・検査パッケージ制度
・⺠間が自主的に⾏うワクチン接種歴や検査結果を確
認する取組

・都道府県知事の判断により、特措法第24条第９項等に
基づき検査受検を要請し、要請に応じた住⺠が受検する
検査

実施場所 ・医療機関、薬局、衛生検査所等
・ワクチン・検査パッケージ制度等登録事業者

・医療機関、薬局、衛生検査所等

検査・実施
方法

・PCR検査等（抗原定量検査、LAMP法を含む）
⇒検体採取の⽴会い、検査機関への検体送付
・抗原定性検査
⇒検体採取・検査の⽴会い
※原則対面で実施（対面が困難な場合は、オンライン・ビデオ方
式の利⽤も可）

左記同様

対象地域
制限なし
※「ワクチン・検査パッケージ」が適⽤されるのは、緊急事態宣言や
まん延防止等重点措置に該当する地域が想定される

感染拡大の傾向が⾒られる地域
※レベル2以上が想定される

その他 ・令和3年度限りの事業
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➢第5波への対応をふまえた、病床・臨時応急処置施設・宿泊療養施設の確保により、各フェーズに
おける病床・居室を次のとおり確保

➢最大確保病床数として576床を確保、第5波のピーク時（513床）と比較し、63床を増床
（臨時応急処置施設における確保病床を含む）

フェーズ移⾏のタイミング 即応病床数 内重症者用
フェーズ１ ー 245 41
フェーズ２ フェーズ１の病床占有率が30％を超えた日から14日後 290 45
フェーズ３ フェーズ２の病床占有率が30％を超えた日から14日後 455 50
緊急フェーズⅠ フェーズ３の病床占有率が30％を超えた日から14日後 465 50

緊急フェーズⅡ
次のうち2つ以上に該当した日から14日後
・新規感染者数（直近１週）が15人/人口10万人以上
・病床占有率30%以上
・重症病床占有率20%以上

542 56

緊急フェーズⅢ
次の２つに該当した日から14日後
・病床占有率30%以上
・重症病床占有率20%以上

576 56

フェーズ移⾏のタイミング 即応居室数
フェーズ１ ー 230
フェーズ２ フェーズ１の居室使用率が30％を超えた日から14日後 561

フェーズ３ フェーズ２の居室使用率が30％を超えた日から14日後 665

《病床確保計画》

《宿泊療養施設確保計画》

※病床・宿泊療養施設確保計画におけるフェーズ移⾏の考え方
基準に達した時点でフェーズの切り替えの準備を開始し、14日以内で切り替えを完了させる

今夏の感染拡大をふまえた病床・宿泊療養施設確保計画の⾒直し
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(３)⾦融支援

①中小企業融資制度
・事業者が事業継続に向けて経営の安定に必要な資⾦を調達する

場合、借入にかかる事業者負担を軽減
・⾦融機関等に対して、企業の実情に応じた最大限柔軟な資⾦

繰り支援の徹底を要請

②三重県中小企業
支援ネットワーク
推進事業

・県内中小企業が借入を順調に返済し、事業を発展的に継続
できるよう、経営改善コーディネーターが⾦融機関、商工団体
などの関係機関と連携して、経営課題を抱える事業者の経営
改善を支援

③みえ資本⼒強化
プラットフォーム

・地域経済の核となる中小企業の事業再生・再成⻑に向けた資本
⼒強化を図るため、官⺠の関係機関が⼀体となったプラット
フォームによって、個別企業の実情に応じた資本支援を実施
し、財務基盤の強化、経営改善を支援

(４)雇用の
維持・確保、
働き方改革
への支援

①「雇用シェア」の
普及・拡大

・従業員の雇用維持に苦慮している企業と労働⼒不⾜企業との間
で雇用シェアが図られるよう、「みえ労働⼒シェアリング支援
拠点」を中心にマッチング支援等を実施

②雇用調整助成⾦
特例措置の延⻑・
拡充

・段階的に縮減された「雇用調整助成⾦」の特例措置について、
事業者の業況が回復するまでの当面の間、さらなる延⻑・拡充
を図るよう、国に対して要請活動を実施

③テレワークの導⼊
促進

・県内企業が多様な就労形態を導入することにより、雇用の確保
につなげる。特に、テレワークの導入を促進するため、アドバ
イザーの派遣や相談窓口を設置
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コロナ禍における事業者支援の概要

(1)協⼒⾦

①飲食店時短要請等協⼒⾦
・県内に緊急事態措置、まん延防止等重点措置及び緊急警戒

宣言が発出され、飲食店等に対する営業時間短縮が要請
された場合に時短要請等協⼒⾦を速やかに支給
（目標）申請受領後、概ね４週間で支給決定

②集客施設等時短要請協⼒⾦
・県内に緊急事態措置、まん延防止等重点措置が発出され、

大規模集客施設等に対する営業時間短縮要請が⾏われた
場合に時短要請等協⼒⾦を速やかに支給
（目標）審査開始後、概ね４週間で支給決定

(2)支援⾦

①地域経済応援支援⾦
・飲食店への時短要請、外出・移動⾃粛等が求められる場合

に、県内事業者への影響にかんがみ、必要に応じて速やか
に支援

②酒類販売事業者等支援⾦
・飲食店への時短要請や酒類提供⾃粛等が求められた場合、

国の月次支援⾦支給等の動向をふまえつつ、関連事業者等
を速やかに支援

(３)みえ安心おもてなし施設認証制度
（あんしん みえリア）

・「あんしん みえリア」について、政府が導入を検討して
いる「ワクチン・検査パッケージ」の動向をふまえつつ、
県内認証店舗の拡大と当該制度の的確な運用を図ることで、
感染症拡大を防止し、県内の飲食店を安心して利用できる
環境を着実に形成

（２）飲食店等事業者向け
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コロナ禍における事業者支援の概要





（１）観光事業者版あんしんみえリア

観光事業者版「あんしんみえリア」について、旅⾏需要喚起
施策と連動した制度とすることで、県内認証施設の拡大を図る
とともに、同制度の的確な運用を図ることで、感染症拡大を防
止しつつ、県内観光地を安心して利用できる環境を着実に形成
する

１ コロナ禍における事業者支援

（１）みえ得トラベルクーポン
「みえ得トラベルクーポン」の平日割引額を増額し、クーポ

ン利用者の平日利用を促進することで旅⾏需要の平準化を図り、
密を回避することで感染リスクを減少させる

（２）みえのあそキャン’２１
県内のあそび体験の割引額を増額するとともに、２ヶ所以上

周遊することでプレゼントに応募できる企画の強化を⾏い、利
用を促進させる

（３）旅⾏商品造成支援
県内旅⾏会社を対象に、県内旅⾏商品の造成および販売を支

援。感染状況を踏まえつつ、対象を県内旅⾏から近隣府県にエ
リアを拡大

（４）ドライブプラン 県外からの周遊促進のため、高速道路の乗り放題と県内で使
用できるお買物券をセットにしたドライブプランを開始

２ 旅⾏需要喚起

②観光事業者
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